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１ 計画の背景 
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 ２ 計画の目的 

 

高森町環境保全条例（抜粋） 

 

前文 

「地球の自然は次代に引き継ぐものでなく、次代の人々から借りているもので、汚さず返さなけれ

ばならないもの」とする認識の下に、高森町町民憲章の「１．自然を大切にして豊かな緑と水のきれ

いな町をつくります」を創造する 

基本方針 

（1）公害がなく、人の健康を保護し、町民が安心して居住できる生活環境を保全する。 

（2）水、緑等が豊かである自然環境を保全し、かつ、環境の自然的構成要素である水、大気、土壌

等を良好な状態に保持するとともに、資源を大切にし、その有効利用等を促すことにより、環境

への負荷を低減させる。 

（3）生態系の多様性の確保を図るとともに、森林、農地、水辺等における多様な自然環境を地域の

自然的、社会的条件に応じて保全しつつ、潤いと安らぎのある自然と人との共生を確保する。 

（4）自然環境と一体となっている美しい景観や地域の歴史、文化の特性等を生かし、快適な生活環

境を創る。 

（5）地球の温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨、砂漠化等の地球環境問題及びその他の環境問題に対

する町民等の自主的な学習等を啓発し、環境の保全に関する施策への町民の積極的な参加と実践

活動を促す。 
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３ 計画の位置づけ 

 

 

 

 ４ 計画の期間・範囲 
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５ 計画の構成 

 

第３章 目指す将来像と計画の体系

目指す将来像

計画の体系

町や町民、事業者等のすべての主体が目指す将来の高森町の目標とする姿を示
しています。

目指す将来像に向けて取り組むための体系として「計画の柱」、「計画の目
標」、「具体的な目標」、「具体的な取組み内容」を示しています。

第１章 計画の基本的な考え方
本計画の目的、期間等、基本的な事項を示しています。

第２章 現状と課題
統計や調査から町の自然環境や社会環境の現状と課題を把握するとともに、ア
ンケート調査や行政資料等からこれまでの取組みを評価しています。

第４章 具体的な目標と実施施策

目指す将来像を実現するために、4つの「計画の柱」と、それぞれの「計画の
目標」と「具体的な取組み」を示しています。

「計画の柱」を達成するための基本となる「計画の目標」を示しています。

「計画の目標」を達成するための、「具体的な目標」として数値目標を示して
います。

町・町民・事業者の各主体が率先して取り組む必要のある具体的な内容を示し
ています。。

計画の柱

計画の目標

具体的な目標

具体的な取組み内容

第５章 計画の推進体制と進行管理
本計画の目標を達成するための取組みを効果的に推進する体制と進行管理方法
を示しています。


